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③学校と家庭
の課題

01 家庭等に
おける学習習

慣の定着

学校授業以外で勉強している
生徒は減少傾向にあり、授業
外での学習を行うことに対する
指導等が学校・家庭の共通の
課題となっている。

毎週１回、放課後の時間を活用し、中学
生が学校のワークや提出課題に取り組
む等の自主学習の場に支援員を配置。
生徒の質問や相談に対応することによっ
て、生徒の学力向上や学習意欲の向上
を図る。

学校授業以外で学習する生徒
が増加する。

放課後学習に参加し
たことのある生徒の
割合（活動記録）

47 % 70 65 2

放課後学習に参加した生徒はおおむね勉強時間が増えたと
感じている。放課後学習へ参加することが、学校授業以外
での勉強時間増加に繋がっていることが分かった。
来年度は放課後学習に参加する生徒を増やし、結果として
勉強時間が増えた感じる生徒を増加させることとした。

③学校と家庭
の課題

02 放課後等
における多様
な体験活動

子どもたちが放課後等を安全、
安心に過ごし、多様な体験・活
動ができるよう、地域人材を活
用し、子どもたちにとって魅力
的なプログラムの企画及び実
施

各教室において、地域の特色を活かした
教室を、地域住民等の参画を得て実施

教室参加児童数の延べ人数
が、前年より増加する。

参加延べ人数が前
年に比べて増加した
教室の数が全体の
50％以上（事業実績
報告）

40 % 50 40 2
少子化や支援員の担い手不足といった課題はあるが、子ど
もたちにとって魅力的なプログラムを継続的に実施すること
で参加者を増やすことを目指したい。
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